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1. はじめに

現在，主流となっている音声合成方式として波形合成方式

[1]と HMM音声合成方式 [2]が挙げられる．波形合成方式は，

一般的に多量の音声データを必要とする．HMM音声合成方式

は，波形合成方式ほどの音声データは必要ないが，合成音声が

やや機械的になる．また，上記の２つの方式のハイブリッドと

して HMMに基づく音素選択型音声合成方式 [3]が提案されて

おり，同程度のデータベースサイズの波形合成方式や HMM音

声合成方式よりも高品質な音声を合成できる可能性がある．

本研究では，音素選択型音声合成方式における少量のデータ

ベースによる合成音声の高品質化を目標としている．そこで本

稿では，その第一段階としてデータベースサイズと合成音声の

品質との関係を知るために複数種類のデータベースサイズによ

る音声合成を行い，実施した主観評価実験をもとにデータベー

スサイズと主観評価との関係を分析する．

2. 音素選択型音声合成方式

音素選択型音声合成方式の概要を図 1に示す．この方式は図

1に示すように，学習部と合成部からなる．

学習部では，音声分析により特徴量を抽出したのち，それら

とラベルファイルを学習データとして HMM 学習を行う．そ

の後，音素継続時間長が再設定されたラベルファイルをもと

に，抽出した特徴量および音声波形を音素ごとに分割し，トラ

イフォン単位でグループ分けをすることにより音素データベー

スを構築する．

合成部では，HMMにより音声合成に必要なパラメータを生

成する．その後，音素データベースに対して音素ごとに前後の

音韻環境を考慮した事前選択を行い，適合コスト計算・接続コ

スト計算を経て HMM によって生成されたパラメータに類似

した音素波形系列が選択される．最後に，選択された音素波形

系列を滑らかに接続することで音声を出力する．

3. 評価実験

音素選択型音声合成方式に用いるデータベースサイズと合成

音声の品質の関係を見るために主観評価実験を行った．使用し

たデータベースは女性話者 1 名の音声 20 分から 1200 分の 6

種類である．主観評価実験では，被験者 10 名による「1:非常

に悪い」から「5:非常に良い」の 5段階評価を行った．データ

ベースサイズごとの評価結果を図 2に示す．図 2のエラーバー

はMOSの分散を表す．また，音素選択の際に重視する音声パ

ラメータに応じて合成音声の品質が変化すると考え，表 1 に

示す計算順序を用意し，音声合成を行った．♣はメルケプスト
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図 1 提案方式の全体像

表 1 各コスト計算に用いる特徴量の使用順序

計算順序 1 2 3 4

適合コスト ♣ ♢ ♣ ♢
接続コスト ♣ ♣ ♢ ♢
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図 2 主観評価結果

ラム，対数 F0 の順に計算することを表し，♢ は ♣ の場合と
は逆の計算順序になることを表す．図 2より，計算順序 3,4の

MOS が計算順序 1,2 よりも高いことから，合成音声の高品質

化には F0 の接続性が重要であることがわかる．

4. まとめと今後の課題

本稿では，音素選択型音声合成方式に用いるデータベースと

主観評価の関係を分析した．

今後は，本稿によって得られた知見をもとに音素選択型音声

合成方式における最適な音素選択方式を検討する予定である．
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